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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第15期
第３四半期
連結累計期間

第16期
第３四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日

自 平成24年３月１日
至 平成25年２月28日

売上高 (百万円) 6,467 8,648 8,689

経常利益 (百万円) 569 835 812

四半期（当期）純利益 (百万円) 322 510 472

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 322 510 472

純資産額 (百万円) 1,298 2,075 1,510

総資産額 (百万円) 7,454 9,638 7,721

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

(円) 79.51 102.54 110.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 17.4 21.5 19.6
 

　

回次
第15期
第３四半期
連結会計期間

第16期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年９月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 2.00 66.64
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４ 当社は、平成25年６月１日付で普通株式１株につき普通株式３株の割合で株式分割を行っており、前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しておりま

す。

５ 第16期第１四半期連結会計期間より不動産賃貸に関わる表示方法の変更を実施したため、第15期第３四半期

連結累計期間及び第15期連結会計年度については、当該表示方法の変更を反映した遡及修正後の数値を記載

しております。

６ 第16期第１四半期連結会計期間より金額の表示単位を千円単位から百万円単位へ変更しております。なお、

比較を容易にするため第15期第３四半期連結累計期間及び第15期連結会計年度についても百万円単位に組替

えて表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び連結子会社)が営む事業内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は「第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」の「３．報告セグメントの変更等に関する事項」をご

参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」からの重要な変

更があった事項は、以下のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。
　

（事業用地の仕入について）

　当社グループでは、経済情勢により、不動産市況、不動産販売価格の動向が変化した場合、事業用地の仕入価

格の変動要因となります。今後、事業用地の仕入れが計画どおりに進まない場合には、当社グループの業績に影

響を及ぼす可能性があります。
 

（消費増税による影響について）

　社会保障・税一体改革関連法に基づき、平成26年４月より８％に消費税率の引き上げが決定され、平成27年10

月には10％へ引き上げが予定されております。住宅ローン減税の拡充等の対策は実施されておりますが、消費者

の分譲マンション、戸建等の購入動向が鈍化する等、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。
　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。
　
(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や日本銀行による金融政策の効果等を背

景に、企業業績や個人消費に持ち直しの動きが見られるなど、緩やかな回復基調にあります。

　当社グループが属する不動産業界におきましては、各種の住宅取得促進政策を背景に、金利の先高感や平成26年

４月からの消費税率引き上げを控え、新設住宅着工戸数は前年を上回る水準で堅調に推移しました。その一方で、

政府による公共投資の増加や民間需要の高まりから、新築分譲マンションの建築費が上昇傾向にあります。また、

住宅ローン減税拡充等の一定の対策は実施されておりますが、消費税率の引き上げに伴う反動減や消費の減速懸念

等、今後の需要動向には引き続き不透明感が残る状況にあります。

　このような市場環境の中、当社グループの主力である不動産分譲事業では、山口県及び九州の主要都市におい

て、不動産市況に適切に対応しながら、それぞれの地域の需要に見合った新築分譲マンションの用地仕入・企画・

分譲（販売）を行ってまいりました。高品質で環境に配慮した新築分譲マンションの提供により他社との差別化を

図り、早期完売に注力した結果、販売活動にかかる費用を大幅に圧縮することとなり、収益に寄与することができ

ました。また、顧客ニーズの多様化に対応する為、平成25年２月より新築戸建の分譲を開始しており、山口県にお

いて、これまでのマンション供給実績とブランド力を活かした事業構築を積極的に進めております。

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は8,648百万円(前年同期比33.7％増)、営業利益は900百

万円（前年同期比39.0％増）、経常利益は835百万円（前年同期比46.5％増）、四半期純利益は510百万円（前年同

期比58.3％増）を計上することとなりました。
　
 セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、当第３四半期連結累計期間の比

較・分析は、変更後の区分に基づいております。
　

(不動産分譲事業)

 不動産分譲事業におきましては、当第３四半期連結累計期間において、「オーヴィジョン上熊本」（熊本県熊本

市・46戸）、「オーヴィジョン夢咲南」（佐賀県佐賀市・38戸）、「オーヴィジョン八王子」（山口県防府市・29

戸）、「オーヴィジョン南春日」（大分県大分市・125戸）等、新築分譲マンション７物件321戸と新築戸建13戸の

引渡しを行い、総引渡し戸数は334戸となりました。

　以上の結果、売上高は8,283百万円（前年同期比30.8％増）、セグメント利益は1,250百万円（前年同期比27.1％

増）となりました。
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　なお、通期引渡し予定戸数392戸（新築分譲マンション374戸、新築戸建18戸）に対して、既に全戸の契約を締結

しており、引き続き契約が好調に推移しました。また、収益に大きく寄与する新築分譲マンションについては、来

期平成27年２月期における通期引渡し予定戸数430戸に対しても、既に297戸の契約を締結しており、契約進捗率は

69.1％と高水準となっております。　
 

(不動産管理事業)

　不動産管理事業におきましては、当社グループの管理物件が増加し、マンション管理戸数は1,672戸となりまし

た。なお、顧客満足度の向上と将来的な管理戸数の増加を見据え、人員及び管理体制の強化を図ったこと等によ

り、人件費を中心とする経費が増加いたしました。以上の結果、売上高は83百万円（前年同期比29.8％増）、セグ

メント利益は４百万円（前年同期比68.4％減）となりました。
　

   (不動産賃貸事業）

 不動産賃貸事業におきましては、当社グループが底地の一部を保有する事業用地において平成25年３月にショッ

ピングモールが開業し、また、平成25年４月には新たに商業施設を取得する等、ポートフォリオの充実と事業収益

性の向上を図っております。以上の結果、売上高は68百万円（前年同期比58.7％増）、セグメント利益は46百万円

（前年同期比58.1％増）となりました。
　

(その他)

 その他附帯事業として、不動産の売買及び仲介等を行っております。当第３四半期連結累計期間において、周辺

利便性と付加価値の向上を目的として、マンション事業用地の一部を売却しております。以上の結果、売上高は

213百万円（前年同期比723.5％増）、セグメント利益は48百万円（前年同期比490.1％増）となりました。
　

（2）財政状態の分析

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて1,916百万円増加し、9,638百万円とな

りました。このうち流動資産は、前連結会計年度末に比べて1,606百万円増加して8,051百万円となり、固定資産

は、前連結会計年度末に比べて310百万円増加して1,587百万円となりました。流動資産の主な増加の要因は、現

金及び預金の増加1,153百万円、仕掛販売用不動産の増加233百万円及び販売用不動産の増加149百万円でありま

す。固定資産の主な増加の要因は、土地の増加202百万円、建物及び構築物の増加71百万円であります。
　

（負債）　

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて1,351百万円増加し、7,562百万円とな

りました。このうち流動負債は、前連結会計年度末に比べて1,156百万円増加して4,938百万円となり、固定負債

は、前連結会計年度末に比べて195百万円増加して2,624百万円となりました。流動負債の主な増加の要因は、支

払手形及び買掛金の増加233百万円、短期借入金の増加278百万円及び前受金の増加592百万円、主な減少の要因

は、未払法人税等の減少64百万円であります。また、固定負債の主な増加の要因は、長期借入金の増加48百万円

及び社債の増加140百万円であります。
　

（純資産）　

 当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて565百万円増加し、2,075百万円とな

りました。増加の要因は、第三者割当増資により資本金が40百万円、資本剰余金が40百万円増加したこと及び四

半期純利益510百万円によるものであります。
　
 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 

（4）研究開発活動

 該当事項はありません。
　

（5）従業員数

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループの従業員数は９名増加しておりますが、その主な理由は不動

産分譲事業における業容の拡大に伴うものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,400,000

計 11,400,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年１月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,017,000 5,017,000
東京証券取引所
(マザーズ市場)

単元株式数は100株でありま
す。

計 5,017,000 5,017,000 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数(株)

発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年11月30日 － 5,017,000 － 356 － 226
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(6) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成25年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,016,100
 

50,161 －

単元未満株式 普通株式 900
 

－ －

発行済株式総数 5,017,000 － －

総株主の議決権 － 50,161 －
 

　
② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２ 【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

　
(2) 当社の四半期連結財務諸表に表示される科目、その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しており

ましたが、第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間から百万円単位で記載することに変更いたしまし

た。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年９月１日から平成

25年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,037 3,191

受取手形及び売掛金 2 6

販売用不動産 218 368

仕掛販売用不動産 4,046 4,280

未成工事支出金 43 22

その他のたな卸資産 2 1

その他 93 180

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 6,444 8,051

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 463 553

減価償却累計額 △50 △68

建物及び構築物（純額） 413 484

土地 699 901

その他 35 33

減価償却累計額 △22 △22

その他（純額） 13 11

有形固定資産合計 1,125 1,397

無形固定資産 0 －

投資その他の資産 150 189

固定資産合計 1,277 1,587

資産合計 7,721 9,638
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 276 509

1年内償還予定の社債 － 40

短期借入金 2,551 2,829

未払法人税等 231 166

前受金 564 1,157

賞与引当金 5 －

その他 153 236

流動負債合計 3,782 4,938

固定負債

社債 － 140

長期借入金 2,290 2,339

退職給付引当金 12 10

その他 126 133

固定負債合計 2,429 2,624

負債合計 6,211 7,562

純資産の部

株主資本

資本金 316 356

資本剰余金 186 226

利益剰余金 1,008 1,492

自己株式 － △0

株主資本合計 1,510 2,075

純資産合計 1,510 2,075

負債純資産合計 7,721 9,638
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

売上高 6,467 8,648

売上原価 4,969 6,739

売上総利益 1,498 1,908

販売費及び一般管理費 850 1,007

営業利益 647 900

営業外収益

受取利息 0 0

業務受託料 16 30

その他 6 9

営業外収益合計 23 40

営業外費用

支払利息 80 99

その他 20 5

営業外費用合計 101 105

経常利益 569 835

特別損失

固定資産除却損 4 －

特別損失合計 4 －

税金等調整前四半期純利益 565 835

法人税、住民税及び事業税 265 345

法人税等調整額 △23 △20

法人税等合計 242 324

少数株主損益調整前四半期純利益 322 510

四半期純利益 322 510
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 322 510

その他の包括利益

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 322 510

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 322 510

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

 当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

 なお、これによる損益の影響はありません。
 

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

（表示方法の変更）

　従来、「営業外収益」に計上しておりました「受取賃貸料」及びこれに係る賃貸原価を「営業外費用」に計上

しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、「売上高」及び「売上原価」の区分に計上する方法に変更い

たしました。　

　この変更は、不動産賃貸事業を強化し当社の主要事業とすることに伴うものであり、当社の営業活動の成果を

より適切に表示するために行うものであります。

　この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書の組替えを行って

おります。この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「受取賃

貸料」に表示していた36百万円は「売上高」に、「営業外費用」の「その他」に表示していた５百万円は「売上

原価」に組替えております。
 

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

減価償却費 21百万円 23百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日)

１ 配当に関する事項

該当事項はありません。

　

２ 株主資本の著しい変動

当社は平成24年11月21日付で東京証券取引所マザーズ市場への上場にあたり、平成24年11月20日に公募増資によ

る払込みを受けました。この結果、当第３四半期連結累計期間において、資本金及び資本準備金がそれぞれ155百万

円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が285百万円、資本剰余金が155百万円となっております。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月28日
定時株主総会

普通株式 16 10.00 平成25年２月28日 平成25年５月29日 利益剰余金

平成25年８月５日
取締役会

普通株式 10 2.00 平成25年８月31日 平成25年11月８日 利益剰余金
 

　
２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３ 株主資本の著しい変動

当社は、平成25年６月18日付で、株式会社福岡銀行から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第

３四半期連結累計期間において、資本金及び資本準備金がそれぞれ40百万円増加し、当第３四半期連結累計期間末

において資本金が356百万円、資本剰余金が226百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

その他(注) 合計
不動産
分譲事業

不動産
管理事業

不動産
賃貸事業

計

売上高       

 外部顧客への売上高 6,334 64 43 6,441 25 6,467

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ 12 0 12 － 12

計 6,334 76 43 6,454 25 6,480

セグメント利益 984 14 29 1,028 8 1,036
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他附帯事業等を含んでおります。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差額調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,028

「その他」の区分の利益 8

セグメント間取引消去 △0

全社費用（注） △388

四半期連結損益計算書の営業利益 647
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

その他(注) 合計
不動産
分譲事業

不動産
管理事業

不動産
賃貸事業

計

売上高       

 外部顧客への売上高 8,283 83 68 8,434 213 8,648

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ 6 0 7 － 7

計 8,283 90 69 8,442 213 8,655

セグメント利益 1,250 4 46 1,301 48 1,349
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他附帯事業等を含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差額調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,301

「その他」の区分の利益 48

セグメント間取引消去 △0

全社費用（注） △449

四半期連結損益計算書の営業利益 900
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、「不動産賃貸事業」の重要性が高まったことに伴い、改めてセグメントの区分方

法の見直しを行い、報告セグメントを、従来の単一セグメントから「不動産分譲事業」、「不動産管理事業」及び

「不動産賃貸事業」に変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントに基づき作

成しております。

また、会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、

第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基

づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更し

ております。なお、この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
至 平成24年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 79円51銭 102円54銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 322 510

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 322 510

普通株式の期中平均株式数(株) 4,059,273 4,983,298

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ
た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変
動があったものの概要

－ －

 

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

２ 当社は、平成25年６月１日付で普通株式１株につき普通株式３株の割合で株式分割を行っており、前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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平成26年１月９日

有限責任監査法人 ト ー マ ツ  

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   内　　藤　　真　　一   印

   

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   中   原   晃   生   印
   

独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 
 

　
 

　

株 式 会 社 エ ス ト ラ ス ト

　取 締 役 会       御 中
 

　

 

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社エストラストの平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成25年９月１日から平成25年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成
25年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エストラスト及び連結子会社の平
成25年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以 上
　

 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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